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1 1 　 胃 未 分 化 型 腺 癌 の 臨 床 病 理 学 的 検 討

藍 澤 喜 久 雄 ・ 奥 村 直 樹 ・ 森 岡 伸 浩

清 永 英 利 ・ 宮 下 薫

燕労災病院外科

胃未分化型腺癌の 低分化腺癌 (p o r) , 印環細胞

揺 ( si g) の 臨床病理学的検討を行 っ た . 手術胃

癌 10 4 0 例中, p o r の 充実型 (p o rl) は 59 例 (5 .7

% )
,

非充実型 (p o r 2) は 1 9 0 例 ( 1 8 .3 % ) , p o r

全症例で 2 4 9 例 (2 3 . 9 % ) , sig は 1 3 7 例 (1 3 .2 % )

であ っ た. 肉眼型は, p o r l で 限局型 が 4 3 例 (7 2 .9

% ) , p o r2 で浸潤型 が 1 4 0 例 (7 3 .7 % ) , sig で表

在型 が 8 5 例 (62 .0 % ) と多か っ た . 肝転移頻度

は p o rl で 1 1 .9 % とやや多か っ た が
,

腹膜転移率

は各群間 に差 は な か っ た
. 胃壁深達度 は p o r l ,

p o r 2 で は T 2 以 上が それ ぞれ 49 例 ( 8 6 . 0 % ) ,

1 5 1 例 (8 6 . 8 % ) であ っ た が
,

sig で は T l が 7 7 例

(5 7 .0 % ) であ っ た . リ ン パ 節転移陽性率は p o r l ;

8 4 .2 % , p o r 2 ; 7 5 .3 % ,
sig ; 4 1 . 5 % であ っ た . 5

年生存率は p o r l ; 69 .8 % , p o r2 ; 5 9 . 1 % と両者

の 間に有意差は なく,
si g は 87 .0 % であ っ た . 低

分化腺癌の p o r l
, p o r 2 の 増殖様式 はそれぞれ異

な るが
, 予後 の 差は な か っ た . ま た

, 印環細胞癌

は早期 の もの が多い
.
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1　免疫グロブリンJ H鎖の再構成を認めたT－

G L D P の 1 例

本 間 圭 一 郎 ・ 瀧 澤 淳 ・ 増 子 正 義
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症例 は 2 9 歳女性 . 2 0 0 1 年 8 月, 鼻出血を主訴

に近医を受診 . 肝牌腫, 汎血球減少, 末梢血腰粒

リ ン パ 球増加, 鼻腔内腫癌, 多ク ロ ー ン性高 ガ ン

マ グ ロ ブリ ン血症を指摘さ れ
,

9 月当科入院. 末

梢血 , 鼻腔 内腫 癌 の リ ン パ 球表 面抗 原解析 で

C D 3 ＋, C D 4 - , C D 5 ＋, C D 8 ＋
,
C D I O -

,
C D

2 0 弱＋
,

C D 5 6
-

, C D 57 ＋
,

H I A
-

D R ＋
,

T C R

α 〝 ＋, であ っ た . 鼻腔内腫癌 の 病理組織 では小

型か ら中型の腫癌細胞 が集族性に認められ, 免疫

組織化学染色 で は, T I A
-

1 ＋,
G r a n z y m e B ＋,

E B E R - 1
-

で あ っ た . 汎血球減少症 の 改善を目

的と して
, 開腹下牌臓摘出術を施行した

. 末梢血

単核球, 骨髄単核球
,
牌臓, 鼻腔腫癌の S o u th e r n

解析を行 っ た と こ ろ
,

T 細胞受容体β鏡および免

疫グ ロ ブリ ンJIi 鎖の 再構成を認め た . 以上 か ら

α 〝
-

T
-

G L P D と診断, 緩徐な経過と考え外来経

過観察とな っ て い た が
,
20 0 3 年になり頚部リ ン パ

節腫脹と高ガ ン マ グ ロ ブリ ン血症 が徐々 に進行 し

た た め, 当科再入院 し
, 第三 世代化学療法 ( p

-


